
女性デジタル人材育成研修事業 【長野県松本市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４,３１２ 千円

交付金額 ２,１５６ 千円

事業番号 １

〇 女性デジタル人材育成研修事業の協力実施
「一般財団法人 松本ものづくり産業支援センター」

上記法人の施設であるテレワークなど場所にとらわれない働き方、主に女
  性がキャリアアップしながら仕事のできる場を提供する施設「サザンガク」と
 連携し、研修の場と研修後取得したスキルを活かす場、女性の継続した活
 躍の場を提供

〇 長野県の女性の有業率は２０２２年で５４．９％と全国平均５３．２％より高
いが、管理職割合は平均８．７％と全国平均９．４％より低くなっている。
また、県内女性無業者の４分の１は、就労を希望しているという調査結果

も出ている。
〇 企業における人員・人材不足については、地元企業者も課題としている
が、求職案件と就労希望職とが一致しないなどの問題もあるため、より現実
的な女性の就労希望者に活躍の場を提供することが必要となっている。

〇 地元中小企業の人員・人材不足を補うための一つの方策として、主に結
婚や育児により離職している女性の労働力を活用することにより、貴重な労
働力を確保することを目的とし、就労、キャリアアップを後押しし、女性の活
躍の場、デジタル人材の育成などを推進する。
・ 事業目標（アウトプット） 達成状況
研修受講者数 ３０人 ⇒ ２９人

・ 事業ＫＰＩ（アウトカム）
資格取得者の割合 ５０％ ⇒ ７６％

〇 本事業により基礎的なITスキルの習得については一定の成果が認めら
れる一方で、実際に就労するまでの支援を継続することが課題である。
〇 今後は、キャリア相談の充実等の就職支援の強化や、地域企業とのマッ
チング機会の創出など、ハローワーク等の関係機関と連携を図りながら、就
労に繋がる効果的な取組みを進める必要がある。

〇 基礎的なＩＴスキルを習得することで、結婚や子育て後の再就労やコロナ
禍等による就労難に直面する女性の就労機会の向上が図られるとともに、

今後のデジタル社会において女性が活躍できる地域社会の実現を目指す。
〇 基礎的なITスキルを客観的に証明するMOS資格の取得は、地元中小企
業団体が求める企業のデジタル化の支援及び就労に効果的であるため、
資格取得に向けたExcelのスキル習得研修を実施する。

〇 受講者数は事業目標に対して９６％の達成率となった。さらに、講座欠席
者や復習希望者に向けた動画配信等を実施し、理解促進のための環境整
備を行った結果、受講者の理解度向上が図られ、資格取得者の割合は目
標値を上回った。
〇 受講者へのアンケート調査の結果、育児休暇や子育て等で休職していた
方の約８３％が受講後の就労を予定しており、スキル向上に関する効果に
ついても多くの肯定的回答が得られた。



事業の概要

【女性デジタル人材育成研修事業】
 Ｅｘｃｅｌのスキル取得研修で、資格取得を目的とするため、試験のレベル
に合わせて一般と上級の２コースを設定。資格取得試験にあわせ、各コー
スごとに期間・回数を設けて研修を実施

 〇 前期
開催期間 ： 令和７年７月～令和７年１０月 全１２回（９０分／回）
開催場所 ： （一財）松本ものづくり産業支援センター「サザンガク」
研修内容 ： 一般コース（ＭＯＳアソシエイト資格取得） ２コース
参加者数 ： １４名

 〇 後期
開催期間 ： 令和７年１１月～令和８年２月 全１２回（９０分／回）
開催場所 ： （一財）松本ものづくり産業支援センター「サザンガク」
研修内容 ： 一般コース（ＭＯＳアソシエイト資格取得） １コース

 上級コース（ＭＯＳエキスパート資格取得） １コース
参加者数 ： 一般コース９名 上級コース６名

〇 受講者からの主な感想・意見
・ これまで曖昧だった知識がすべて線に繋がったような感覚。この講
座で得たスキルを今後のキャリアアップに活かしていきたい。
・ 育児・介護で社会から離れていたためパソコン操作に不安があった
が、丁寧な指導と復習動画の支援により最後まで受講を継続でき、この
体験が再就職に向けた技術面と精神面における自信につながった。
・ 独学では得られない実務に直結する技術を習得したことで、Excelへ
の苦手意識が解消され、業務効率の大幅な向上が期待できるように
なった。
・ 復習用のオンライン動画により、欠席時も自分のペースで遅れを補う
ことができ、無理なく受講を継続できた。
・ これまでスキル不足で諦めていた求人にも、「自分にもできるかもし
れない」と前向きに挑戦できる勇気が持てるようになった。
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